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名大発スタートアップ、Photo electron Soul が 7.3 億円を調達
～ ウシオ電機との協業により半導体検査事業を加速 ～

名古屋大学発スタートアップである株式会社 Photo electron Soul（本社：愛知県名古屋市、代表取締役：鈴木

孝征、以下「Photo electron Soul」）は、ウシオ電機株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：内藤宏治、以下「ウシオ電

機」）をリードインベスターとして、株式会社みずほ銀行（本社：東京都千代田区、頭取：加藤 勝彦、以下「みずほ銀行」）等か
ら 7.3 億円を調達しました。これにより、調達総額は約 30 億円となりました。

Photo electron Soul は、製造および販売においてウシオ電機と協業し、半導体検査向け事業の成長を加
速していきます。

■Photo electron Soul が取り組む事業
Photo electron Soul は、世界の名だたる企業がこれまで成し得なかった、産業用「半導体フォトカソード電子ビー

ムシステム」の開発に成功した世界で唯一の企業です。「半導体フォトカソード電子ビームで産業の未来を創る」というビ
ジョンの実現に向け、現在は半導体検査向け事業に注力しています。

Photo electron Soul の電子ビームシステムを検査装置に搭載することで、従来の電子ビームと比較して 10 倍以
上の速度向上や、従来ではできなかった高アスペクト比構造の検査/非接触の電気的検査を可能にし、半導体デバイ
スの開発/製造の生産性向上に大きく寄与します。Photo electron Soul の半導体検査向け事業は、現在、初期的
販売のフェーズですが、半導体デバイスの微細化/多層化を背景に半導体検査装置メーカーや半導体チップメーカーから
の引合いが急激に強まっており、間もなく量産販売フェーズへと移行していきます。

■今回の資金調達および協業について
今回、Photo electron Soul は、ウシオ電機から出資を受けるとともに、Photo electron Soul が取り組んでいる

半導体検査向け事業に対して量産リソース（ファシリティー・人材・量産技術等）および販売リソース（拠点・ネットワー
ク・人材等）の協力を受けます。また、みずほ銀行からは出資を受けるとともに、Photo electron Soul の急速な事業
成長を裏打ちする「企業体としての成熟」のためにファイナンス機能強化やガバナンス体制整備等への支援を受けます。

Photo electron Soul は更なる成長に向け、引き続き資金調達活動を行っています。ご関心のある VC さま・事業
会社さまはご連絡ください。

【今回ラウンドの引受先もしくは引受先を運営管理する業務執行組合員】
  ・ウシオ電機株式会社
  ・株式会社みずほ銀行
  ・りそなキャピタル株式会社

【今回ラウンドにあわせた長期融資元】
・株式会社愛知銀行



■Photo electron Soul 代表者、鈴木孝征のコメント
「工業製品、特に半導体製造装置分野での量産および販売体制をスタートアッ

プ単体で構築することは至難の業であることは言うまでもありませんが、今回のウシオ
電機との提携によりこれらが実現されることになります。ウシオ電機は半導体装置や
コンポーネントの製造とビジネスを手がけており、また当社コア技術の１つである光学
技術に強みを持っているなど、当社と事業的/技術的に親和性が非常に高く、ベス
トパートナーであると確信しています。ともに日本発の、世界を変えるプロダクト「半
導体フォトカソード電子ビームシステム」でグローバルトップを獲りに行くことに今から胸
が躍る思いです。」

■今回ラウンド出資者のコメント
ウシオ電機株式会社

代表取締役 COO
川村 直樹 氏

微細化・多層化が進む半導体において、検査工程での「より速く、鮮明かつ高精
度な検査」は今後ますます重要となり、安定稼働できる高品質な電子ビームシス
テムが欠かせなくなります。
世界で唯一、半導体フォトカソード電子ビームシステム技術を保有する Photo 
electron Soul と光のソリューションカンパニーである弊社が協業することで、半導
体領域における電子ビームシステムの社会実装をさらに加速させていくことができる
と信じています。

株式会社みずほ銀行
常務執行役員
大櫃 直人 氏

近年、微細化や多層化が進む半導体製造における検査領域において、
検査時間の長期化による生産性停滞と検出漏れによる歩留り低下が課題となる
なか Photo electron Soul が保有する優れた電子ビーム生成技術に着目し、本
出資を行いました。
みずほは、総合金融グループとしての知見やグローバルネットワークを活用し、
ウシオ電機と Photo electron Soul との価値共創に向けた取り組みをサポートして
参ります。

りそなキャピタル株式会社
代表取締役社長
相原 直也 氏

Photo electron Soul 社が開発・実用化した次世代の電子ビーム技術は半導
体検査装置の分野に革新をもたらすことは必至であり、また電子顕微鏡やレーザ
ー加工などの産業機器分野や、更には先端医療や宇宙科学といった領域にも活
用される可能性があります。
名古屋大発グローバルリーディングカンパニーとして、世界で産業の未来を創造する
同社のチャレンジを、りそなはグループを挙げて応援して参ります。

■Photo electron Soul について
Photo electron Soul は、名古屋大学で 30 年以上にわたり培われてきた技術を基盤とした、名古屋大

学発ベンチャー企業であり、電子ビーム生成技術である「半導体フォトカソード技術」に大きな強みを持
つ世界で唯一の企業です。Photo electron Soul は、アカデミアで長年培われた電子ビーム技術をコアに、
複数の異なる技術分野を融合させた製品・サービスを創出することで、電子デバイス～モノづくり～ラ
イフサイエンスなどの幅広い産業分野に大きな革新を起こしていきます。



【会社概要】
名称 株式会社 Photo electron Soul
代表者 代表取締役 鈴木 孝征

所在地

【本店】 名古屋市中区栄 3-7-4 トーシンサクラビル 10F

【管理・製造拠点】 名古屋市千種区千種 2-22-8 名古屋医工連携インキュベータ 207

【開発拠点】 名古屋市千種区不老町 名古屋大学内

【East Japan Office】 横浜市港北区新横浜 3-7-18 日総第 18 ビル内エキスパートオフィス新横浜 723

事業内容 電子ビーム発生装置及び素子の研究、開発、製造及び販売など
設立 2015 年 7 月 1 日
ウェブサイト https://photoelectronsoul.com/

【お問合せ先】
取締役 経営企画担当 田村 逸郎  (E メール) inquiry@photoelectronsoul.com

以上


